
研究者は、明らかにした事実を論文にしてナンボです。しかし、それ
が大変なこともよくあります。

ニッポンバラタナゴという小さな淡水魚は、全国で交雑が進み、多く
が雑種になっています（本物は下の水槽に入っています）。そこで全国
の個体を遺伝的に調べ、兵庫県には雑種ではない、（ほぼ）純系がいる
ことを明らかにしました。これは新発見！です。それで論文にまとめ、
あるジャーナルに投稿しました。すると、一発でリジェクト（掲載拒
否）されてしまいました（右のレターです）。仕方ないので別のジャー
ナルに再び投稿したのですが、結果は同じでした。内容に自信があっ
ただけに、二度もリジェクトされたのはショックでした。自信を失い
かけていましたが、共著者にも励まされて３つ目のジャーナルに投稿
し、審査に一年半ほどかかって、なんとかアクセプト（受理＝掲載してもらえる）に漕ぎつけました。

研究では、発案・調査・解析など大変なことが続きますが、最後にこのような苦労が待っていることもあります。

さらにその後、苦労して出版した論文を批判されでもしたら、もう立ち直れないほどダメージを受けます。それで
も我々は、何とか研究を続けているのです。
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↓

A1 サイズ（841×594, 拡大縮小なし）にて出力して裏打ちしたのち、
四隅のトリムマークで裁断して A2パネル（594×420）としてください。！ ！

実際のリジェクトレター。「うちのジャーナルでは
無理、だから査読にも出さないよ」という意味。


